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上司H.S 同僚H.P 一般H.G 合計H.T
N M SD N M SD N M SD N M SD
グループa 30 37.26 1.26 27 37.65 1.26 29 38.29 1.02 31110.962.73






































領域 質問項目 M平均値 SD標準偏差 カテゴ)-の碩度(～
(他の領域は省略)
HG敬的人間関係 Q2 2ー937 1.047 14 22 32 43
Q3 2.450 1.126 30 27 28 26
Q6 3.505 0.672 1 8 36 66
Q10 3.514 0.749 3 8 29 71
Q12 3.207 0.843 4 18 40 49
Q14 3.198 0.829 4 17 43 47
Q23 3.027 0.899 6 25 40 40
Q25 3.288 0.779 3 13 44 51
Q28 3.495 0.883 7 8 19 77
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表 3 因子の構成要素とその負荷
因千 項目番号 構 成 要 素 負荷領域 場 面 そ の 他 の 要 素
F1 18 上司 職業態度(言動) 0.629
7 / イン.フォ-マル コミュニケーション(世間話) 0.499
5 同僚 連帯 0.734
16 / メンテナンス 0.913
19 / フォーマル 職業人格(受容) 0ー818
27 / 親しみ 0.894
1 / イン .フォーマル コミュニケーション(相談) 0,811
2 一般 フォーマル 務知識 ,906
3 / / 自発生(参加) -0.491
6 / / 職務責任 0.950
12 / / 職務満足 0.905
23 / / 職務技能 0.895
28 / / 職業態度(欠勤) 0.887
F2 4 上司 / 従順 0.505
13 / / 気がね 0.438
20 / メンテナンス 0.751
21 / 満足 0.601
24 / 親しみ 0.814
26 〟 信頼関係 0.767
F3 17 同僚 フォーマル コミュニケーション(気がね) 0.496





FACTORl FACTOR2 FACTOR3 FACTOR4 FACTOR5
*表3に同じ｡
独立変数 :5因子
表 5 重回帰分析の結果 従属変数 :総合項目(人間関係)
独立変数 MULTⅠPLE R RSQ SⅠMPLE B BETA
R SQUARE CHANGE R
FACTORl 0.685 0.470 0.470 0.685 -0.298 0ー208
FACTOR2 0.791 0.631 0.161 0.760 0.687 0.469
FACTOR3 0.809 _ 0.656 0ー024 0.679 0.375 0ー280
FACTOR4 0_812 0.660 0.004 0.203 0.070 0.069
*麦3に同じ｡
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1.与え 型れた仕事をなしとげる 9慕･1型〒芝雪 人間のこと古い. ま､I 業.ほと
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満 足 度 モ ラ一 ル
高 群 座 群 高 群 l低 群
2回目 企 業 H ≧ HP > P
3回目 重度授産 H > H H > H
P < P P < P
福祉工場 <
P > P P < P
4回目 重度授産 H ≧ H H < H
P > P P > P
身体授産 H > H H < H
P < P P > P
福祉工場 H > H H ≦ ロ
表20 パターン比較
高満足度群 低満足度群 高モラー ル群 低モラー ル群
H P H P H P H P
2回目 企莱 高 高 高 や分敬
3 重皮 中 中 低 低 中 中 低 分敬又揺 ⊥ 低 分 分 分 低 分
回目 産 ｢司 敬 敬 敬 敬福祉 低 中 低 低 分 低 中 分
工場 高 分敬 分敬 敬 低 敬
4回目 全 中 中 中 分 分 分 中 中
体 高 高 低 敬 敬 敬 分敬 分敬
宿祉 中 中 中 分 分 分 中 中
工場 高 高 低 敬 敬 敬 分敬 分敬
重皮 中 中 分 低 中 分 分 低
又揺産 分敬 分敬 敬 低 敬 敬
身体 也 中 分 低 分 低
数が少 く､有意差が出に くいが､重度授産 との間
で ｢モラール｣についてやや有意 (t-1.28､p<
0.20)を差がある｡麦22は､全体数によって､｢生











の在年数を2分 し､年配者 (30-39歳) と若年者
(29歳以下)に分け､各々2グループの間で4変数
の平均値を検討している｡在年数 と年齢はほぼ同
- 12 1 -
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表21 施設間の平均値の比手交
人草 満 足 度 モ ラ 一 ル 生産への関心 人間性への関心M SD t値 確率 M SD t値 確率 M SD t値 確率 M SD t値 確率
重度授産 37 25.1 5.3 2.260.0229.9 5.2 1.940.0517.7 3.0 0.62.0.54 17.7 3.9 1.520.13
身体授産 64 27.5 5.1 27.8 5.1 18.1 3.1 18.9 3.7
重度授産 37 25.1 5.3 0.440.6629.9 5.2 I.280.2017.7 3.0 0.580.5617.7 3.9 0.660.51
福祉工場 17 25.9 6.9 28.2 3.9 18.2 2.9 18.4 3.5
身体授産 64 27.5 5.1 1.060.2927.8 5.1 0.380.7118.1 3.1 0.140.8618.9 3.7 0.910.36
表22 高 ･低群間の管理特性の平均値比較
人数 生 産 へ の 関 心 人 間 性 - の 関 心M SD t値 確率 M SD t値 確率
高満足度群 56 18.1 2.8 0.31 0.76 19.6 3.4 3ー12 0.00
低満足度群 62 19.7 3.2 17.5 3.9
高モラール群 54 18.3 3.2 1.13 0.26 18.0 3.8 1.37 0.17
表23 他の変数による平均値の比較
人数 満 足 度 モ フ ー ル 生産への関心 人間性への関心M SD t値 確率 M SD t値 確率 M SD t値 確率 M SD t値 確率
小.中規模 74 26.9 5.1 0.910.3629.1 5.0 1.560.1217.7 2.9 1.330.1818.9 3.4 1.710.ll
大 規 模 44 25.9 6.2 27.6 5.0 18.5 3.3 17.7 4.3
重 度 者 82 26.1 5.5 1.580.1228.7 5.1 0.720.4718.0 3.2 0.200.8418.4 3.5 1.430,16
軽 度 者 31 28.0 5.5 27.9 4.7 17.9 2.8 19.5 3.5
在年4年以下 53 27.5 5.5 1.570.ll28.2 5.1 0.620.5317.4 2.9 1.540.1219.0 3.1 1.010.31
在年5年以上 57 25.8 5.6 28.8 4.9 18.3 3.2 18.3 4.0
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表24 重症度と4要因との比較
満 足 店 モラ-ル 生産への関心 人間性への関心
軽 度 者 大 小 同 じ 大
身 体 授 産 大 小 大 大
重 度 者 小 大 同 じ 小
重 度 授 産 小 大 小 小
表25 年齢 ･重症度 ･施設別の比較
満 足 度 モ ラ-ル 生産への関心 人間性への関心
若 年 者 大_ 小 小 -
高 齢 者 小 大 大 -
高齢者の占める比率
重度 授産 48% 小 大 小 中
身体 授産 60% 大 小 中 大
福 祉工 場 64% 中 中 大 中
重 度 者 61% 小 大 - 小
軽 度 者 45% 大 小 - 大
表26 施設規模と4要因との比較
小.中規模の占める比率 満 足 度 { 7- JL, 生産への関心 人間性-の関心
小 .中規模 - 大 大 小 大
重度 授産 54% 小 大 小 中






































































































































































































































































































































































































ィ.満足していない ロ.あまり満足していない -.まあまあ満足している 二.とても満足している
(20.3) (23.7) (35.6) (20.3)
(2) 日々の製品作りの作業に､あなたは､
ィ.満足していないことが多い ロ.あまり満足していない -.まあまあ満足している こ.とても満足している
(13.6) (28.0) (44.1) (14.4)
(3) あなたの日々の製品作りの作業は､
ィ.多すぎると思う ロ.少し多いと思う -.ちょうどよいと思う こ.すくないと思う
(5.1) (18.6) (60.2) (16.1)
(4) 一日の生活のなかで､作業時間は､
ィ.長すぎると思う ロ.少し長すぎると思う -.ちょうどよいと思う こ.みじかいと思う
(6.8) (ll.0) (61.9) (20.3)
(5) 作業は楽しいですか｡
ィ.たのしくない ロ.あまりたのしくない -.まあまあたのしい 二.とてもたのしい
(8.5) (19.5) (51.7) (20.3)
(6) 作業を休みたくなることは､
ィ.よくある ロ.ときどきある -.たまにある こ.ぜんぜんない
(9.3) (13.6) (51.7) (25.4)
(7) あなたは､あなたの工貨や給料に､
ィ.満足していない ロ.あまり満足していない -.まあまあ満足している 二.とても満足している
(25.4) (32.2) (33.1) (9.3)
(8) あなたの作業は､かんたんでくりかえしが多く､いやになることがありますか｡
ィ.よくある ロ.ときどきある -.あまりない こ.ぜんぜんない
(13.6) (33.9) (33.9) (18.6)
(9) あなたの毎日の作業は､
ィ.つまらないことが多い ロ.あまりおもしろくない -.まあまあおもしろい 二.とてもおもしろい
(12.7) (23.7) (47.5) (16.1)
(川 工賃や､給料をみんなで分け合うや りかたについて不満はありますか｡
ィ.とても不満だ ロ.あまり不満ではない -.今のままでよい 二.とても満足している
(31.4) (18.6) (41.5) (8.5)
(l) あなたは､いろいろな作業をしてみたいと思いますか｡
ィ.思わない ロ.あまり思わない -.少しそう思う 二.とてもそう思う
(13,6) (8.5) (40.7) (37.3)
(12) あなたは､自分にあった､もっとやりやすい､好きな作業をしてみたいと思いますか.
ィ.おもわない ロ.あまり思わない -.そう思う こ.とてもそう思う
(13.6) (16.9) (39.8) (29.7
(13) あなたは､製品作りや仕事に､毎E]げんきに､やるさをもってやっているほうですか｡
ィ.そうだろう ロ.まあまあそうだろう -.あまりそうではないだろう ニ.そうではないだろう
(5.1) (12.7) (41.5)
(14) もっといろいろな作業をふやしてもらいたいと思いますか｡
ィ.思わない ロ.あまり思わない -.少しそう思う 二.とてもそう思う










ィ.よくある ロ.ときどきある -.あまりない こ.ぜんぜんない
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(川 あなたは､もしできれば､施設ではない外部のところで､みじかいあいだでもちょっとはたらいてみたいと思い
ますか｡
ィ.おもわない ロ.あまり思わない -.少しそう思う 二.とてもそう思う
(19.5) (12.7) (34.7) (33.i)
(18) あなたは､いつの日か､独立して､自分一人でやっていけるような仕事や技術を身につけるため､今の施設や他
の施設で訓練したいと思いますか｡
ィ.思わない ロ.あまり思わない -.少し思う 二.とてもそう思う
(23.7) (ll.9) (35.6) (28.8)
(19)職場仲間のみんなの作業や仕事をもっとうまく考え､計画し､よりよくしてみたいと思いますか｡
ィ.思わない ロ.あまり思わない -.少しそう思う こ.とてもそう思 う
(10.2) (17.8) (40.7) (31.4)
CZO)あなたは､製品作りのや りかたをもっとくふうして､自分で好きなように自分の作業をすすんでやってみたいと
思いますか｡
ィ.思わない ロ.あまり思わない -.少しそう思う 二.とてもそう思う

















ィ.よくある ロ.ときどきある -.ほとんどない ニ.ぜんぜんない







ィ.注意するだろう ロ.がんばるようにいうだろう -.何もいわないだろう 二.手つだってくれるだろう




































ィ.そうではか ､と思う ロ.あまりそうではか ､と思う -.まあまあそうだと思う 二.とてもそうだと思う
(12.7) (17.8) (41.5) (28.0)
(31) あなたは､その職員とうまくやっていますか｡
ィ.とてもそうである ロ.まあまあそうである -.あまりそうではない 二.ぜんぜんそうではない





















年 数 人 数
- 1 20
2 - 3 22
4 - 5 13
6 - 10 32





年 齢 人 数
19 - 20 5
21 - 22 12
23 - 24 6
25 - 26 7
27 - 28 15
29 - 30 7
31 - 32 ll
33 - 34 5
35 - 36 18
37 - 38 20
39 7
資料 5 施設所在地
所 在 地 施 設 数
東 京 5 -
神 奈 川 3
千 葉 2
埼 玉 6
静 岡 4
山 .梨 4
群 島 2
新 潟 2
計 28
